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研究成果の概要（和文）：我々は、これまでに開発してきたDynamic MR sialographyを口腔乾燥症患者、シェーグレン
症候群患者、健常者ボランティアに対して施行し、味覚刺激後の唾液の流出パターンや反応時間などから、患者と健常
者では異なる様相を呈することを示した。それに加えて、口腔乾燥症患者に対しての治療を行った患者から得られたDy
namic MR sialographyの画像所見や唾液の流出パターンの差違を検討することで、その治療効果に相違があることを報
告した。これによりDynamic MR sialographyのデータによる口腔乾燥症患者の治療の予後予測の可能性につて示した。

研究成果の概要（英文）：We developed and clinically applied dynamic MR sialography as a new noninvasive 
diagnostic technique for the functional evaluation of salivary glands. We showed that dynamic MR 
sialographic images and data have a high potential as a diagnostic tool for Sjogren syndrome and 
xerostomia. In addition, we demonstrated that the high correlations were found between the changing ratio 
of the dynamic MR sialographic data, and improvement on clinical manifestations for dry mouth sensation 
after saline solution irrigation of the parotid glands and improvement of salivary flow rate in our 
study. We speculate that MR sialography could also predict the effectiveness of treatments for xerostomia 
other than the saline solution irrigation treatment.

研究分野：歯科放射線学
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１．研究開始当初の背景 
 口腔乾燥症は、口が乾くという不快な症
状のみならず誤嚥性肺炎、摂食・発音障害
など、これを起因とする様々な疾患の原因
ともなりえることが報告されていた。しか
しながら、口腔乾燥症の成り立ちは複合的
であり、その診断基準に関しても曖昧なも
のが多かった。治療に関しても、個々の患
者に対して主治医の判断により対処療法的
に取り組んでいるという状態であった。よ
って、不快な症状に加え様々な疾患の原因
となりえる口腔乾燥症の診断基準とその原
因別の治療法の確立は急務であると考えた。 
 我々はこれ迄に MRI を用いて、顎顔面
領域に対する様々な診断法を開発してきた。
特に唾液腺疾患に対する診断法に関しては
様々な手法を開発・提案してきた。これに
より従来は核医学検査を行わなければ評価
が困難であった唾液腺の機能状態を擬似的
に描出する、Dynamic MR sialography を開
発してきた。そこで、我々が開発してきた
MRI の撮像法を口腔乾燥症患者や唾液腺
疾患を有する患者に応用することで、口腔
乾燥症の病態の解明や診断基準の確立を行
い、その病態に応じた適切な治療法の確立
をすることを目指して研究を行ってきた。 
 
２．研究の目的 
 口腔乾燥症の病態解明、診断基準の確立
を行い、その病態に応じた適切な治療法を
確立すること目指して行った。 
 
３．研究の方法 
 研究対象は研究の趣旨を説明し賛同して
頂いたボランティアとした。なお、本研究は、
厚生労働省より告示されている「臨床研究に
関する倫理指針」の内容に該当するため、こ
れらの指針に沿って、被験者の個人の尊厳及
び人権の尊重とプライバシーの保護に十分
留意して実施した。対象者に関しては全身の
状態や使用薬剤、日常の生活習慣などについ
ての問診を行った。同時に、我々がこれまで
研 究 開 発 を 行 っ て き た Dynamic MR 
sialography を撮像した。この手法としては、
唾液腺の機能検査とし、クエン酸による味覚
刺激を行い、刺激前と刺激直後から唾液腺管
を MR sialography 30 秒ごとに連続撮像し
唾液腺の描出を行った。撮像終了時間は刺激
後の唾液腺管描出状態が刺激前の描出状態
に戻る迄とした。撮像後には得られた MR デ
ータを workstation 上で処理し、唾液腺管
のみを描出した。描出された唾液腺管の面積
を計測し、その面積の変化を時間経過ごとに
グラフ化し時間-検出可能唾液腺管曲線
(Dynamic curve)を描き、グラフから 各種パ
ラメーターを測定した。健常者と患者でのそ
れぞれの特徴的な所見について検出し比較
検討を行った。同時に、我々がこれまで開発
してきた Dynamic MR sialography について
も、今まで以上に 高速かつ高解像度に撮影

出来るような手法の開発も行った。それに加
え、実際の唾液量の 測定や唾液の生化学的
な解析も併せて行い 得られた結果の比較検
討を行った。以上により、口腔乾燥症の病態
解明、診断基準の確立 を試みる。同時にそ
れぞれの検査の特徴所見と患者に行った治
療法、治療効果も併せて検討することで適切
な治療法の選択基準の確立も試みた。 
 
Dynamic MR sialographyの画像 

 
時間-検出可能唾液腺管曲線 

 
 
４．研究成果 
 これまでに静的な状態でしか撮像・診断が
できなかった唾液腺のMRI検査を動的な状態
での検出を可能とするような Dynamic MR 
sialography の開発を行い、口腔乾燥症患者、
シェーグレン症候群患者および健常者ボラ
ンティアに対して応用してきた。その結果と
して、左右の耳下腺、顎下腺の個々の機能評
価出来るようにし、耳下腺と顎下腺は味覚刺
激後の唾液の流出パターン、反応時間などが
異なる様相を呈することを示した。更に、こ
の撮像法を臨床的に口腔乾燥症と診断され
た患者に対して応用することで、味覚刺激後
の唾液 の流量、反応時間、流出パターンな
どが健常者とは異なる様相を呈することを
示した。これらは、唾液腺の機能状態を従来
の手法とは 全く異なった手法により、口腔
乾燥症やシェーグレン症候群などの唾液腺
機能の低下を来す疾患の診断に際して新た
な指標を示したものと考える。特に唾液腺や
その周囲組織に異常を訴える患者に対して
は、MRI 検査が頻繁に用いられていることを
考慮すると、この手法は患者の負担軽減とい
う点において臨床的にも意義あるものと考
える。 
 加えて、口腔乾燥症患者に対する唾液腺洗
浄療法を行った患者から得られたデータよ
り、クエン酸による味覚刺激後の反応が乏し
い患者では、治療効果が得られにくいという



結果を示した。このことは、我々の開発して
きた Dynamic MR sialography が、唾液腺洗
浄療法の予後予測にも活用出来ることを示
したものと考える。その他にも口腔乾燥症患
者に対する薬物療法、唾液腺マッサージなど
の様々な治療法との関連性も解析中である。
今後も口腔乾燥症の治療法に即した診断手
法の研究を行っていく予定である。 
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